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第2回東京学芸大学特別支援学校避難場所対象

合同防災訓練実施報告

くるくる来訪者の皆様へ

今回「くるくる」へ投稿した目的は、

当日、早朝より雨が降り、参加できな

かった方（高齢者、お子様づれのご家

族等）のため、当日の内容を見て頂く

ことにより、防災意識を向上して頂き

たいと願っています。

又、次回の開催時に、より多くの方に

参加して頂きたいと実行委員一同思っ

ています。

単独困難なことも、地域の横の繋がり

（連帯と絆）を大切にして、地震等の

災害は、いつ発生するかわからないの

で、周辺地域の自治会が合同して防災

訓練を実施した結果を報告致します。

日時：平成23年11月19日(土)

AM 10：00 〜 12：00

会場：東京学芸大学特別支援学校

参加者：約130名

主催：東京学芸大学特別支援学校合同

防災訓練実行委員会

代表幹事：下山親睦会 森彰宏氏

幹事：門前自治会 野島貞夫氏

事務局：氷川台自治会防災会 馬場定美

氏

共催：社会福祉協議会ボランティアセ

ンター

参加した方は、東京学芸大学特別支援

学校を避難地区になっている住民の方

達です。

当日は早朝より雨が降っておりました

が、天候が悪い中、多くの方が参加し

てくれました。

当日の内容

1.講演会

(1)演題「首都直下地震に備える」

講師：防災まちづくりの会東久留米代

表 金澤淳氏

(2)演題「大震災時、行政は何をする・

何が出来ない」 

講師：市役所防災課長 増原貴文氏

2.心肺蘇生・AED実習

3.三角巾の使い方

4.火災煙体験

5.炊き出し訓練

6.防災備蓄倉庫点検

7.社会福祉協議会ボランティアセン

ターの活動について

※尚、悪天候の為、当初予定していた

起震車地震体験、消火器を使用した初

期消火訓練等は中止になりました。

１．講演会

(１)演題「首都直下地震に備え

る」

講師：防災まちづくりの会東

久留米代表 金澤淳氏

パワーポイントを用い、映像

等を織り交ぜて、災害に対し

て、どのように日頃から準備

したら良いかを分かり易く説

明してくれました。

(1)震度

ある場所における揺れの強さ

の程度、震度計で測定。

(2)マグニチュード

地震の規模（大きさ）をあら

わしたものである。

マグニチュード(M)が1増える

と、地震のエネルギーは、2の

5乗＝32倍になります。

大きいマグニチュード毎の呼び方

�マグニチュード7：大地震

�マグニチュード8：巨大地震

�マグニチュード9：超大地震

世界の災害に比較する日本の

災害は1996〜2005年の合計

で、M6以上の地震について、

世界で912回発生し、内190回

（20.8%）は日本で発生した。

津波の発生メカニズム

海溝型地震発生の仕組み：プ

レートが引きずり込まれるこ

とにより歪みが蓄積される。

引きずり込まれたプレートが

一気に元に戻り、プレートが

跳ね上がり、津波が発生す

る。

日本国内で大地震が予想された地域

（1978年中央防災会議）

10ヵ所のうち8カ所発生。

30年間で大地震発生確率

首都直下地震 70%

東海地震 87%

国内に2,000カ所の活断層があ

り、海溝型、活断層型地震が

起こりうる覚悟が必要です。

首都直下地震に備える

�行政、自治会等の防災講演会に参

加し、大地震の切迫性を認識する。

�家族の防災対策（耐震補強、家具

固定等）

�自治会の役割

都心西部直下地震M6.9の震度

分布

東久留米市洪水ハザードマッ

プ

浸水した場合に想定される水

深（ランク区分）を記載

兵庫県南部地震による死因分析

53.9%は窒息死

地震対策

�家を耐震化する

�家具を倒さない

�停電や断水に備える

耐震補強とは、家を丈夫にリ

フォームすること

筋交いプレートをつけることで家の

倒壊対策

阪神・淡路大震災における、

内部被害による怪我の原因は

50%近くが家具の転倒であ

る。

(２)演題「大震災時、行政は何

をする・何が出来ない」

講師：市役所防災課長

市で事前に準備している概要

について説明がありました。
東久留米市の災害対策

・地域防災計画を定める

（H21.3修正）

・災害発生（震度5強以上、火

災、水害）を想定。

・予防、応急、復旧対策及び

震災復興を実施。

・災害時、直後に身を守る避

難など

地域防災計画の構成

震災編、風水害編等、3部構成に

なっています。

特に東海地震事前対策について検討

されています。

東日本大震災（H23.3.11)は

M9.0を記録し、東京都内で、

震度5強が観測されました。

今後、首都直下地震の発生確

率は「30年以内に70%」と予

想されています。

大震災からみを守るために

は、「公助」、「自助」、

「共助」が大切であります。

阪神・淡路大震災（H2.1.17

PM5:46)(M7.3)が起きる。

倒壊した家屋、家具の下敷きにな

り、死者6,432人発生。

「首都直下地震」（南関東直

下地震）を想定したライフラ

インの状況と市内の避難者の

状況について。

市内上水道断水率22．5%

避難者7,329人（直後）、

うち避難所生活4,764人

直下地震により、震度6弱が想

定される。

�固定していない家具が移

動・転倒する。

�建物・家具などの転倒によ

り5名死亡が想定される

東京新聞（H7.1.25）による関東地

方の断層地図です。

国が想定する地震のパター

ン。

プレート境界型と活断層の5地

震、プレート内部の未知の断

層を想定した10地震がある。

東日本大震災、阪神・淡路大

震災の被害状況

・死亡者

19,868人（東日本）

6,437人（阪神淡路大震災）

・死因

東日本：水死 92.5％

阪神・淡路：倒壊家屋 50％

家具の転倒 30％

交通機関がマヒすることで帰宅困難

者が発生。

百貨店や大学が帰宅困難者を受け入

れる。

コンビニでは商品が売り切れる他、

トイレ使用の列ができた。

外出先で大地震にあったら！

�発生時はむやみに移動しな

い

�危機を回避し、安全も確認

する迄移動しない

災害時における救助活動報告

阪神・淡路大震災時の生き埋

め者の救助活動の状況

自力35%、家族32％、友人等

29%

救助隊は全体の2%である

災害に備える対策（減災目標）

�死傷者の半減

�避難者の減

�帰宅困難者の早期帰宅

・住宅の倒壊による死傷者の

半減（建物の耐震化、家具な

どの転倒防止）

・耐震化工法

・救出・救護体制の強化

☆火災による死傷者の皆減

・建物の不燃消火の推進

・消防力の充実

・救出体制の整備

☆避難者の減

・住宅倒壊や火災による避難

者の減

・ライフライン被害等による

避難者の早期帰宅

帰宅困難者の早期帰宅

・交通機関による帰宅の推進

・帰宅支援の強化

地震に備えておくべき事

・落下物、家具等の転倒防止

・建築物の耐震化

災害応急・復旧対策計画

・初動態勢

・情報の収集・伝達

※同報無線（市内18カ所）

※警察、消防署

警備・交通規制

市域では新青梅街道、小金井街道の

全線車両通行禁止の規制措置が取ら

れる。

避難者対策

・一時（いっとき）避難所

市内の小・中学校や高校の校

庭、公園、広場等30箇所指定

飲料水、食料、生活必需品等

の供給、市内8カ所の防災倉庫

に保管＜食料約4万1300食（ク

ラッカー、アルファー米）備

蓄しています＞

平成23年度市内人口114,621名

65歳以上27.037人（23.6%）

早く助けるほど高い生存率

被災当日(1/17)は救出者の4人

に3人は生存していましたが、

翌日(1/18)は4人に1人しか生

存していなかった。（阪神・

淡路大震災）

２．心肺蘇生・AED実習

東京消防庁の方が実演してく

れました。多くの方が実際に

体験致しました。 AED取扱訓練（心肺蘇生）

（東京消防庁）

AED取扱説明

AED本体

心肺蘇生実演

心肺蘇生実演 心肺蘇生実演 心肺蘇生実演

心肺蘇生実演 心肺蘇生実演 多くの参加者が体験致しました

３．三角巾の使い方

東京消防庁の方が応急処置と

して、出血を止めるのに三角

巾の使い方を実演致しまし

た。多くの方が体験致しまし

た。

救急包帯法の体験 救急包帯法の体験

４．火災煙体験

東京消防庁の方が説明し、多

くの方が実際に体験致しまし

た。 煙体験 門前自治会長煙体験に参加

５．炊き出し訓練

アルファ化米「五目ご飯」を

使用して、炊き出し訓練を行

いました。 アルファ化米の作り方説明書 必要な道具（しゃもじ、割り箸、ト

レイ等）は全部そろっています

五目の具（鶏肉） ダンボール箱にビニール袋を

覆い、そこにアルファ化米を

入れる。

アルファ化米と具を混ぜる

アルファ化米（五目ご飯）に

お湯を注ぎ、密閉して、しば

らく待つ

完成後、配布するため、付属

のトレイにアルファ化米を盛

り付ける
できたアルファ化米と別に配給され

たクラッカー

６．防災備蓄倉庫点検

市の防災備蓄倉庫に保管され

ている防災用具の点検を行い

ました。

７．社会福祉協議会ボラン

ティアセンターの活動につ

いて

ボランティアセンターの会員

が災害時のボランティア活動

の説明会が行われました。

ボランティアセンター立上げ マッチングボランティア（仕事の募

集調整等）

ボランティアの仕事募集案内

等掲示板（見える化）

最終責任者へお願いすること ボランティア活動報告書

ボランティア参加申込み受付

学芸大学正門玄関にて、当日

受付担当者（駅前自治会）

学芸大学裏門にて当日受付担当者一

同

感想として、屋内の行事は盛

況でした。

特に、地震による災害は、日

頃から各自が事前に対策して

おく事でき、自宅にいる場

合、大方、簡易の方法（家具

の転倒防止器具等）で命を守

ることができたことを阪神・

淡路大震災の死亡要因より判

断できましたので、この教訓

を生かすことが最低必要と思

いました。

又、東日本大震災において、

命を守った多くの方の発言を

聞くと「とっさの判断で、過

去の事例や普段から多くの情

報を会得（行政の災害訓練等

に参加）し、まじめに訓練

し、過信しないで対応した事

が幸いしたと思います。」と

いう意見に共鳴し、今後も自

主防災行事の充実を推進して

行きたいと思います。

自分の身は自分で守る

家具固定の重要性（阪神・淡

路大震災の教訓を生かす）

一番倒れやすいのは本だな

東日本大震災では、日頃から

防災訓練を徹底（学校教育の

一環として、約8年継続して実

施）していた釜石小学校の生

徒（約3,000人）は、与えられ

た不確かな情報に惑わされな

く、自分の頭で最悪状態を想

定（自ら考え）して、判断

（高台へ高台へと逃げて、そ

れに誘導された大人の方も従

い）・行動した事により生き

延びる事ができました。

この教訓を生かして行くこと

が今後の防災教育として、地

域の住民に普及して行くこと

が大切と思いました。

東久留米市では、家具転倒防

止器具の支給・取付支援を無

料で行っています。

※支給要件などは市の方へ御

確認下さい。

しかし、当日は悪天候の為、

校庭で行われていた体験訓練

は、体験者が少なかったのが

残念です。

尚、当日の内容については、

要点のみ記載致しましたが、

詳細は、行政等が開催してい

る「防災まちづくり学校」等

に参加して下さい。

又、本記載概要は当日の講演

会発表内容に基づきまとめて

います。

今後とも、継続して合同防災

訓練等を行い、多くの住民が

いざという時に備えて、訓練

に参加して下さる事を念願致

します。

今後の課題として、

・夜間及び休日は、校門の鍵

及び体育館の鍵を誰が持って

いて、誰が開けるか、今後関

係者と打ち合わせを行う必要

がある。

・避難所運営、自治会毎のス

ペースの割り付けや宿泊体験

等について。

第2回合同防災訓練開催にご協

力頂きました、防災まちづく

りの会金澤淳氏、市役所防災

課長増原貴文氏、東京消防庁

の皆様、社会福祉協議会ボラ

ンティアセンター、各自治会

役員に感謝致します。

又、「くるくる」イベントに

て参加募集掲載をさせて頂き

感謝しております。

東京消防庁の消防車・救急車

子供防火衣着装体験

東京学芸大学特別支援学校を

避難場所とする地区（小山1・

2丁目、東本町、氷川台1・2

丁目、本町2丁目等）を対象に

行いました。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


